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10
月
４
日
（
土
）、
大
型
台
風
18
号
に

追
い
か
け
ら
れ
な
が
ら
も
、
無
事
恒
例
の

玉
福
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

利
用
者
実
行
委
員
会
で
話
し
合
い
を
重

ね
、
自
分
た
ち
の
大
好
き
な
人
た
ち
に
祭

り
に
来
て
も
ら
っ
て
笑
顔
で
過
ご
し
て
ほ

し
い
と
い
う
み
ん
な
の
思
い
を
、「
み
ん

な
あ
つ
ま
れ
！
笑
顔
と
笑
顔
が
出
会
う
場

所
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
込
め
て
準
備
し
て

き
ま
し
た
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

二
子
玉
川
駅
や
そ
の
周
辺
に
ポ
ス
タ
ー
を

貼
り
出
し
ま
し
た
。
地
元
商
店
街
か
ら
の

出
店
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
か

ら
区
内
障
害
者
施
設
が
立
ち
上
げ
た
自
主

生
産
品
の
共
通
ブ
ラ
ン
ド
『
世
田
谷
セ
レ

部
』
の
会
も
応
援
に
駆
け
つ
け
て
下
さ
り
、

い
つ
も
の
模
擬
店
に
加
え
、
新
し
い
商
品

が
並
び
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
例
年
B
1
グ
ラ
ン
プ
リ
の
せ
ん
べ
い

汁
を
振
る
舞
っ
て
下
さ
る
『
青
森
ワ
ー
ク

キ
ャ
ン
パ
ス
』
か
ら
も
理
事
長
以
下
職
員

が
参
加
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ

で
は
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
や
腹
話
術
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
も
開
催
さ
れ
、
利
用
者
の

笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
利
用
者
、
保
護
者
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
職
員
、
合
わ
せ
て
100
名
近
く
の

運
営
ス
タ
ッ
フ
の
ほ
か
、
230
人
を
超
え
る

来
客
者
が
あ
り
大
盛
況
で
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
作
業
所
を
卒
業
し
た
み
な

さ
ん
や
、
久
し
ぶ
り
に
お
会
い
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
ん
。
懐
か
し
い
顔
が
た
く
さ

ん
集
ま
り
お
互
い
の
近
況
を
確
認
し
、
ま

た
１
年
後
ま
つ
り
で
出
会
う
こ
と
を
約
束

し
ま
し
た
。

　

ご
協
力
下
さ
っ
た
み
な
さ
ん
、
当
日
来

所
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

第22回  玉福まつり

せせらぎ

職員の声 　法人の福利厚生の一環としてラフティングを企画し、9月
23日群馬県水上に出かけてきました。今回は、特別養護老
人ホーム博水の郷、用賀あんしんすこやかセンター職員あわ
せて７名で、一般のバスツアーに参加しました。内容は、『ラ
フティング・バーベキュー・温泉』です。全員初めてのラフ
ティングで緊張した面持ちで始まりましたが、チーム一丸と
なって力を合わせなければボートが転覆してしまうので、み

幹事

片桐  恵子 

青森ワークキャンパスの皆さんと
せんべい汁

今年のテーマ !!

魅惑のフラダンスショー アクセサリーはいかがですか

まつりの後のお疲れさま会

福利厚生
－ラフティング体験―
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　博水の郷で衣類修繕や利用者傾聴のボランティア活動をしている三浦えつ子さんを紹介します。
　三浦さんのお母様は博水の郷のご利用者でした。ご家族として面会に来られていた時、職員の
働く姿を見て、「将来、博水の郷のために何かお手伝いをして、皆さんの力になりたい。」と考え
ていたそうです。これがボランティアを始めるきっかけになったそうです。
　現在、三浦さんには日曜日と火曜日の週２回、活動していただいています。活動内容は、ご利
用者のベッドメイキング、衣類修繕・物品の補充などです。
　ご利用者も三浦さんとお話するのを楽しみにしていて、笑顔あふれる場面が多く見られます。
　三浦さんは「若いころから入退院が多く、今こうして元気に過ごせていることを、皆さんに感
謝しながら過ごしています。」とお話しされていました。ボランティア活動以外でも趣味や習い
事など、精力的に活動されているそうです。これからも、宜しくお願いします。

　

全
国
で
空
き
家
・
空
き
室
の
有
効
活
用

に
関
心
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
縁
あ
っ
て
、

地
主
の
安
藤
勝
信
さ
ん
、
建
築
士
の
天
野

美
紀
さ
ん
と
当
法
人
の
三
者
で
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
組
み
、
古
い
木
造
ア
パ
ー

ト
の
一
階
部
分
を
大
規
模
に
改
造
し
ま
し

た
。
ご
利
用
者
を
は
じ
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
近
所
の
み
な
さ
ん
が
自
然
に
つ
な
が

り
合
え
る
地
域
の
居
場
所
と
し
て
、
多
世

代
交
流
拠
点
「
タ
ガ
ヤ
セ
大
蔵
」
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。

　
「
タ
ガ
ヤ
セ
大
蔵
」
に
は
二
つ
の

機
能
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
定

員
10
名
の
小
規
模
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

で
す
。
特
徴
は
、
昼
食
を
み
ん
な
で
作
っ

て
食
べ
る
こ
と
で
す
。
材
料
は
地
主
の

畑
で
新
鮮
な
野
菜
を
収
穫
し
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
初
日
に
、
茄
子
を
収
穫

し
て
、
料
理
に
使
い
ま
し
た
。
採

れ
た
て
の
野
菜
は
と
て
も
み
ず
み

ず
し
く
香
り
も
よ
く
、「
お
い
し

か
っ
た
！
」
と
、
ご
利
用
者
に
大

好
評
で
し
た
。
畑
で
土
の
匂
い
を

か
ぎ
、
作
物
に
触
れ
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
心
身
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

二
つ
目
は
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
活
用

し
た
多
世
代
交
流
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
陶
芸
教
室
を
開
く

予
定
で
す
。
ま
た
、
気
軽
に
立
ち
寄
れ

る
福
祉
の
相
談
窓
口
に
な
れ
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
認
知
症
カ
フ
ェ

の
開
催
や
町
会
等
に
も
活
用
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が
詰
ま
っ
た
「
タ
ガ

ヤ
セ
大
蔵
」
が
、
地
域
貢
献
活
動
と
し

て
地
域
に
根
ざ
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

「
タ
ガ
ヤ
セ
大
蔵
」
開
設
と
地
域
貢
献
モ
デ
ル

心をこめてベッドメイキング

レポート1 ボランティア紹介　　　　　　　　　博水の郷編

で
す
。
特
徴
は
、
昼
食
を
み
ん
な
で
作
っ

リーフレット

ネ
ギ
の
収
穫
中
!!

広々とした畑は気分爽快 !!

新装オープン「タガヤセ大蔵」
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　玉川福祉作業所がこの二子玉川に区立施設作業所として開
設したのは、昭和55年12月でした。今回、ご紹介する布さ
き作業のボランティア、稲葉貞子さんとお母様の後を継いだ
豊田佳枝さん（二代目）は、当初から 30年以上も作業所を支
えて下さっています。
　内容は作業所で製作する機織りマットの素材の木綿布を1.5
センチ幅のひも状に裂く作業です。作業中には布ぼこりも立
ち、何より根気のいる仕事です。おかげさまで、作業所の機
織マットは各販売会、特に世田谷ボロ市では固定客もついて
いる大人気商品になりました。お元気でいつまでも作業所に
いらして、笑顔を利用者の皆さんに見せて下さい。

　

こ
れ
ま
で
障
害
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
支

援
は
、
日
中
活
動
・
暮
ら
し
の
場
・
余
暇

活
動
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
間

で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
み
、
チ
ー
ム
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
仕
組

み
が
十
分
機
能
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
一
方
、
平
成
24
年
、
改
正
障
害
者

自
立
支
援
法
施
行
に
基
づ
き
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
を
利
用
す
る
た
め
に
、
事
業

所
は
「
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
」
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

相
談
支
援
事
業
所
の
役
割
は
、
利
用
者

の
希
望
に
基
づ
き
世
田
谷
区
保
健
福
祉
課

と
連
携
し
て
、
ご
利
用
者
一
人
ひ
と
り
の

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
見
通
し
た
全
体
の
計

画
を
立
て
、
各
事
業
所
間
の
調
整
を
担
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
当
法
人
が
開
設
し
た

「
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー 

フ
ォ
ル
テ
」
も
、
世

田
谷
区
に
お
住
ま
い
の
知
的
障
害
の
あ
る

方
（
18
歳
未
満
の
方
を
除
く
）
お
よ
び
そ

の
ご
家
族
か
ら
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
あ
ん
し
ん
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー
な
ど
と
連
携
し
、
高
齢
者
と
障
害
者

両
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
が
あ
る
『
社
会
福

祉
法
人
大
三
島
育
徳
会
』
な
ら
で
は
の
支

援
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

「
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー 

フ
ォ
ル
テ
」
ス
タ
ー
ト
！

楽しく作業をするボランティアさん

レポート2 ボランティア紹介　　　　　　　　　玉川福祉作業所編

シンボルマーク

“フォルテ”はチームづくりを応援します
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　  編集後記
　法人広報誌創刊号が皆さまのお手元に届いて間もなく、高齢者支援局が地域
の方と連携しながら大蔵地区に新たに「タガヤセ大蔵」を開設しました。また、
障害者支援局でも障害者のための「相談支援センター フォルテ」を開始しまし
た。法人としてもっと地域のお役に立てることはないかという思いが背景にあ
ります。今後も顕在化する高齢化問題や地域でできる限り元気に過ごしていた
だくために、地域のご要望を汲み上げていくことに注力してまいります。法人
も『秋晴』に誘われて、これからも「喜多見区民祭り」や「いきいき世田谷文
化祭」「せたがや介護の日」など地域イベントに参加していきます。掲載する内
容などお気付きの点がございましたらご意見をお寄せ下さい。
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